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◆12 月の催し物情報　ほか◆12 月の催し物情報　ほか

◆三陸沿岸道路の事業進捗状況をお知らせします　ほか◆三陸沿岸道路の事業進捗状況をお知らせします　ほか ・・・・・・・・・・・・・ ・２ ３
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10 11◆健康プラザ（感染性胃腸炎に注意しましょう　ほか）◆健康プラザ（感染性胃腸炎に注意しましょう　ほか）
◆市の財政状況をお知らせします◆市の財政状況をお知らせします
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14 15

佐藤選手は、パラリンピック陸上競技走り幅跳びで、
アテネ，北京，ロンドンと３大会連続出場という偉業を
達成されました。

佐藤選手は、パラリンピック陸上競技走り幅跳びで、
アテネ，北京，ロンドンと３大会連続出場という偉業を
達成されました。

佐藤真海選手の偉業をたたえて （11 月 9日：市民栄誉賞授与式）
　　　　　　　
佐藤真海選手の偉業をたたえて （11 月 9日：市民栄誉賞授与式）
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新
規
事
業
化
区
間
の
進
捗
状
況

　　
昨
年
11
月
に
新
規
事
業
化
と

な
っ
た
区
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の

直
後
の
11
月
末
か
ら
「
路
線
測
量
・

地
質
調
査
土
地
立
入
説
明
会
」
が
、

ま
た
今
年
4
月
に
は
「
設
計
・
用

地
幅
杭
打
設
説
明
会
」
が
開
催
さ

れ
、多
く
の
関
係
者
が
新
た
な
ル
ー

ト
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
用
地
調
査
が
完
了
し

た
と
こ
ろ
か
ら
用
地
買
収
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

既
事
業
化
区
間
の
進
捗
状
況

　　
す
で
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る
区

間（
本
吉
気
仙
沼
道
路
）で
は
、用

地
買
収
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
か
ら

順
次
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
か
ら
気
仙
沼
市
、
宮
古
市
を
経
由
し
、
青
森
県
八
戸
市

ま
で
結
ぶ
三
陸
沿
岸
道
路
は
、
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
三
陸
沿
岸
地
域
の
早
期
復
旧
の
た
め
、
昨
年
11
月
に
「
復
興
道

路
」
と
し
て
全
線
事
業
化
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
か
か
る
部
分
で
は
、歌
津
IC
（
仮
）
〜
本
吉
IC
（
仮
）
間
、

気
仙
沼
IC
（
仮
）
〜
唐
桑
南
IC
（
仮
）
間
、
唐
桑
北
IC
（
仮
）
〜
陸

前
高
田
IC
間
が
新
た
に
事
業
化
さ
れ
、
昨
年
11
月
か
ら
こ
の
１
年

で
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
か
ら
気
仙
沼
市
、
宮
古
市
を
経
由
し
、
青
森
県
八
戸
市

ま
で
結
ぶ
三
陸
沿
岸
道
路
は
、
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
三
陸
沿
岸
地
域
の
早
期
復
旧
の
た
め
、
昨
年
11
月
に
「
復
興
道

路
」
と
し
て
全
線
事
業
化
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
か
か
る
部
分
で
は
、歌
津
IC
（
仮
）
〜
本
吉
IC
（
仮
）
間
、

気
仙
沼
IC
（
仮
）
〜
唐
桑
南
IC
（
仮
）
間
、
唐
桑
北
IC
（
仮
）
〜
陸

前
高
田
IC
間
が
新
た
に
事
業
化
さ
れ
、
昨
年
11
月
か
ら
こ
の
１
年

で
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真①　気仙沼バイパスの表示板写真①　気仙沼バイパスの表示板
予定ルートの中心位置を示す「通過位
置表示板」が国道などの一般道と交差
する箇所に設置されています

写真②　本吉気仙沼道路の土工写真②　本吉気仙沼道路の土工 写真③　本吉気仙沼道路の函渠工写真③　本吉気仙沼道路の函渠工
かんきょかんきょ

事業の進捗状況をお知らせします
三陸沿岸道路全線事業化から一年　三陸沿岸道路全線事業化から一年　

気仙沼～唐桑南  延長 9km、幅員 13.5m 唐桑北～陸前高田  延長10km、幅員13.5m
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震
災
か
ら
１
年
９
か
月
、
全
国
か

ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
、
自
治
体
な
ど
に
加

え
て
、
企
業
か
ら
の
支
援
も
大
き
く
、

そ
し
て
あ
り
が
た
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
特
に
大

企
業
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
メ
セ
ナ
と
呼
ば

れ
、
社
会
貢
献
と
し
て
企
業
活
動
の

一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
常
設
の
担
当

部
署
が
置
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
復
旧
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
こ

の
よ
う
な
支
援
は
と
て
も
あ
り
が
た

く
か
つ
有
効
で
し
た
。
し
か
し
、
復

興
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
そ
の
達
成

に
は
長
期
間
か
か
る
こ
と
、
そ
し
て

一
方
的
に
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
何
ら
か
の
恩
返
し
が
望
ま
し
い

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
企
業
と
の
間
に

新
し
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
企
業
に
と
っ
て
気
仙

沼
市
を
そ
の
本
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
考
え
て
も
ら
う
、
例
え
ば
事
業

所
や
工
場
を
立
地
す
る
、
市
内
の
企

業
に
下
請
け
を
依
頼
す
る
、
市
内
の

企
業
と
取
引
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど

の
関
係
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
企
業
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

か
つ
本
市
の
復
興
に
資
す
る
こ
と
に
な

　
震
災
か
ら
１
年
９
か
月
、
全
国
か

ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
学
、
自
治
体
な
ど
に
加

え
て
、
企
業
か
ら
の
支
援
も
大
き
く
、

そ
し
て
あ
り
が
た
い
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
特
に
大

企
業
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
メ
セ
ナ
と
呼
ば

れ
、
社
会
貢
献
と
し
て
企
業
活
動
の

一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
常
設
の
担
当

部
署
が
置
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
復
旧
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
こ

の
よ
う
な
支
援
は
と
て
も
あ
り
が
た

く
か
つ
有
効
で
し
た
。
し
か
し
、
復

興
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
そ
の
達
成

に
は
長
期
間
か
か
る
こ
と
、
そ
し
て

一
方
的
に
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
何
ら
か
の
恩
返
し
が
望
ま
し
い

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
企
業
と
の
間
に

新
し
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
企
業
に
と
っ
て
気
仙

沼
市
を
そ
の
本
業
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
考
え
て
も
ら
う
、
例
え
ば
事
業

所
や
工
場
を
立
地
す
る
、
市
内
の
企

業
に
下
請
け
を
依
頼
す
る
、
市
内
の

企
業
と
取
引
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど

の
関
係
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
企
業
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

か
つ
本
市
の
復
興
に
資
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
機
会
を
創
出
す
る
た

め
、
去
る
８
月
24
日
に
こ
れ
ま
で
本

市
の
復
興
に
支
援
を
い
た
だ
い
た
企

業
約
50
社
に
声
掛
け
し
「
ゴ
ー
ヘ

イ
！
気
仙
沼
の
会
」
を
東
京
で
発
足

さ
せ
、
継
続
的
に
情
報
提
供
を
行
い
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
繋
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
事
務
局
は
復
興
計
画
策

定
で
協
力
い
た
だ
い
た
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

お
願
い
し
、
本
市
か
ら
も
若
手
職
員

１
名
を
出
向
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
先
日
11
月
27
日
に
は
本
市
の
得
意

と
す
る
食
品
・
水
産
関
係
の
企
業
約

30
社
に
都
内
で
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
復
興
の
現
状
、
立
地
優
遇
策
、

取
り
組
み
事
例
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
企
業

の
復
興
と
外
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

う
ま
く
絡
み
合
っ
て
震
災
以
前
に
も

増
し
た
経
済
活
動
が
本
市
で
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
や
産
業
地
帯
の
復
興
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
併
せ
て

こ
の
よ
う
な
先
を
見
据
え
た
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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。
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活
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が
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開
さ
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る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
や
産
業
地
帯
の
復
興
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
併
せ
て

こ
の
よ
う
な
先
を
見
据
え
た
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　「
ゴ
ー
ヘ
イ
」
と
は
、
船
舶
関
係
者
が
使
う
「
前
進

（G

ｏ Ahead

：
ゴ
ー
ア
ヘ
ッ
ド
）」
を
意
味
す
る
言
葉

で
、
本
市
で
も
漁
業
関
係
者
に
広
く
使
わ
れ
、
力
強

く
、
前
向
き
な
言
葉
で
す
。

　「
ゴ
ー
ヘ
イ
」
と
は
、
船
舶
関
係
者
が
使
う
「
前
進

（G

ｏ Ahead

：
ゴ
ー
ア
ヘ
ッ
ド
）」
を
意
味
す
る
言
葉

で
、
本
市
で
も
漁
業
関
係
者
に
広
く
使
わ
れ
、
力
強

く
、
前
向
き
な
言
葉
で
す
。

　　　　　第15  回
　「もうひとつの
　　　　  ゴーヘイ！」

事
業
化
か
ら
1
年
を
待
た
ず

し
て
「
即
年
着
工
」

　
三
陸
沿
岸
道
路
は
「
復
興
を
進

め
る
主
要
事
業
」
と
し
て
加
速
的

に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
通
常
の
道
路
事
業

で
は
、事
業
化
か
ら
工
事
着
手
（
着

工
）
ま
で
４
年
程
度
か
か
り
ま
す

が
、
三
陸
沿
岸
道
路
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
協
力
と
熱
意
、
国
・
県
・

市
町
村
の
連
携
、
官
民
連
携
事
業

促
進
P
P
P
（
※
注
）
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
１
年
を
待
た
ず
し
て

工
事
着
手
を
迎
え
、
11
月
３
日
に

は
、
歌
津
〜
本
吉
間
で
「
即
年
着

工
」
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
陸
沿
岸
道
路
は
、
防
災
道
路

と
し
て
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
、
産

業
・
観
光
振
興
に
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

年
明
け
か
ら
全
線
で
用
地
交

渉
着
手
へ

　
事
業
化
か
ら
1
年
が
経
過
し
た

中
、
用
地
取
得
作
業
に
対
し
て
は
、

地
元
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
現
在
順
調
に
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
一
部
区
間
で
作
業
の
遅
れ
が
あ

り
ま
す
が
、
更
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
り
、
年
明
け
か
ら
全
線
に

渡
る
用
地
交
渉
を
開
始
し
ま
す
。

工事の安全を祈願して「鍬入れ」工事の安全を祈願して「鍬入れ」

（※

注
）Ｐ
Ｐ
Ｐ

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
略
。

　
官
と
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん

で
事
業
を
行
う
新
し
い
官
民
協
力

の
形
態
の
こ
と
。

■事業区間用地の状況■事業区間用地の状況

■今後の予定■今後の予定

■問い合わせ先／
　三陸道・大島架橋・唐桑最短道・本吉バイパス整備促進課 
　 tel:0226-22-3454　

（IC 名は仮称）　

※一部作業中、未確認、未協議有り  

 卯名沢IC  
～本吉IC間 

本吉IC 
～大谷IC間 

気仙沼IC 
～唐桑南IC間 

調書確認 －  平成 25年 2月 12月 

用地補償 
説明会 

12月 平成 25年 3月 12月 

用地交渉 
(契約会) 

平成 25年 1月 平成 25年 3月 平成 25年 1月 

三陸沿岸道路全線事業化から一年三陸沿岸道路全線事業化から一年

 歌津北IC 

～卯名沢IC間 

卯名沢IC 

～本吉IC間 

本吉IC 

～大谷IC間 

大谷IC 

～気仙沼IC間 

気仙沼IC 

～唐桑南IC間 

唐桑北IC 

～岩手県境間 

用地調査測量 完了 完了 作業中 完了※ 作業中 完了※ 

調書確認 完了 完了 － 完了※ 
一部区間  

完了  
完了※

用地補償説明会 完了 準備中 － 完了※ 準備中 完了※ 

用地交渉(契約会) 交渉中 － － 交渉中※ － 交渉中※ 

事業の進捗状況をお知らせします
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平成 24 年秋の叙勲・危険業務従事者叙勲　受章者紹介

本市から７人の方々 が受章されました
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　平成24年秋の叙勲と危険業務従事者叙勲で、本市からは、旭日小綬章が1人、旭日双光章が1人、瑞宝
双光章が１人、瑞宝単光章が４人、合計７人の方々が長年の功績を認められ受章されました。
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　平成３年に唐桑町議会議員に当選して以来、平成
18 年からは気仙沼市議会議員として通算 19 年余に
わたり、「常に和をもって市民の皆さんと同じ目線で」
を信条に、広く信頼を得て地方自治の振興にご尽力
されました。特に市町合併の際には、唐桑町議会副
議長として合併協議をまとめ、合併後は気仙沼市議
会副議長として、円滑な議会運営に大きく貢献され
ました。
　受章にあたり、「地域の皆さんや、議員の方々など
多くの方々の支えにより、職務を全うできました。受
章は皆さんや家族のご協力のおかげです。心から感
謝しています」と話してくださいました。
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　昭和 35 年、小原木小学校を振り出しに、学校勤
務 6 校 28 年、社会教育 2施設で 4 年勤務され、定
年まで4年残し退職。
　平成 4 年からは唐桑町教育委員会教育長に就任
されました。平成 17 年に退任されるまでの教職は
45 年余にわたり、「正しさは何時も強くあれ」を箴
言とし学校教育や社会教育行政の充実と振興に大
きく貢献されました。
　受章にあたり「職場の先輩、同僚、関係機関の方々、
地域の皆さん方に心から感謝しています」と話して
くださいました。

　昭和 35 年、小原木小学校を振り出しに、学校勤
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　昭和 32 年に気仙沼市消防団に入団以来、平成
8 年に分団長として退団するまでの 39 年余にわ
たり消防活動にご尽力されました。団員になっ
て間もなく「明戸の大火」を経験し、火の恐ろし
さを実感したことから、分団長として現場での
状況確認や訓練の大切さを団員に伝えながら火
災予防や教育訓練に努められました。
　受章にあたり「私が叙勲をいただけるとは思
いもよらず驚いています。受章は私の力ではな
く、団員皆さんの力と思っています」と話してく
ださいました。
　

　昭和38年に唐桑町消防団に入団以来、平成23
年に気仙沼市消防団副団長として退団するまで
の47年余にわたり消防活動にご尽力されました。
　中井小学校の火事を体験し「自分たちの地域
は自分で守る」という強い思いで入団を決意さ
れ、火災発生時には、いち早く現場に到着し、消
防活動にあたられました。
　受章にあたり「受章は多くの方々の支えのおか
げ。その恩返しに今後も自分にできることがあれ
ば協力したいです」と話してくださいました。　

　昭和 54 年に気仙沼訓練技能者協会常任監事
に就かれて以来、現在に至るまで 33 年余にわた
り建設業の発展と技術の向上や技術者の育成に
ご尽力されています。
　また、昭和 40 年に　  （カネショウ）建設を開
業し、特に鹿折地区で多くの住宅建築に携わり
ながら、多くの技能者を育成されました。
　受章にあたり、「いつもお世話いただいている
地域の皆さんの支えのおかげです。また、苦楽
を共にした亡くなった妻にあらためて感謝して
います」と話してくださいました。
　

　昭和 38 年に気仙沼市消防本部・気仙沼消防署
消防士に就かれて以来、消防司令として平成 16
年に退職されるまでの 40 年余にわたり、地域住
民の生命や財産の保全にご尽力されました。
　また、平成6年に完成した気仙沼・本吉広域防
災センターでは、10 万人余の視察対応をなされ、
防火思想の普及に大きく貢献されました。
　受章にあたり「地域の皆さんや家族の支えに
よるもの。今後も地域の防災などで皆さんの役
に立れば嬉しいです」と話してくださいました。

　平成 4 年に県石油商業協同組合・石油商業組合理
事に就任以来、常任理事、副理事長を歴任され、平
成12年には理事長に就任され、退任されるまでの14
年余にわたり、組合の経営基盤の確立や石油販売業
界の振興発展にご尽力されました。
　また、株式会社気仙沼商会を経営され、「みんなの
幸せの追求」を理想に掲げ、地域の産業振興にも大
きく貢献されました。
　受章にあたり「社員との素晴らしい出会いと絆が
あって今までやって来れました。理想に近づけようと
する経営方針が、今回の受章に繋がったのだと思い
ます」と話してくださいました。
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する経営方針が、今回の受章に繋がったのだと思い
ます」と話してくださいました。
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（単位：万円，％）

決算額 決算額 増減額 増減率

市 税 42億5,662 65億5,530 △22億9,868 △ 35.1

地 方 譲 与 税 3億1,566 3億2,516 △ 949 △ 2.9

利 子 割 交 付 金 1,451 1,989 △ 538 △ 27.0

配 当 割 交 付 金 740 737 4 0.5

株式等譲渡所得割交付金 167 234 △ 67 △ 28.6

地 方 消 費 税 交 付 金 7億2,469 7億5,020 △ 2,552 △ 3.4

ゴルフ場利用税交付金 26 270 △ 244 △ 90.4

自 動 車 取 得 税 交 付 金 7,345 8,335 △ 990 △ 11.9

地 方 特 例 交 付 金 1億312 1億2,592 △ 2,280 △ 18.1

地 方 交 付 税 217億6,639 108億1,506 109億5,133 101.3

交通安全対策特別交付金 1,025 1,053 △28 △ 2.7

分 担 金 及 び 負 担 金 9,712 1億5,052 △5,340 △ 35.5

使 用 料 及 び 手 数 料 3億7,805 4億1,489 △ 3,684 △ 8.9

国 庫 支 出 金 210億5,151 27億2,821 183億2,330 671.6

県 支 出 金 124億7,218 14億5,615 110億1,604 756.5

財 産 収 入 1億3,096 9,171 3,925 42.8

寄 附 金 7億738 656 7億83 10,686.3

繰 入 金 1億7,516 5億8,390 △4億874 △ 70.0

繰 越 金 9億9,623 6億7,301 3億2,323 48.0

諸 収 入 32億4,933 15億1,693 17億3,240 114.2

市 債 33億4,593 36億4,473 △2億9,879 △ 8.2

歳 入 合 計 698億7,788 299億6,443 399億1,345 133.2

区　　分
前年度比23年度 前年度

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

（単位：万円，％）

決算額 決算額 増減額 増減率

議 会 費 3億6,494 2億9,405 7,089 24.1

総 務 費 99億4,538 33億697 66億3,841 200.7

民 生 費 288億7,547 74億7,141 214億406 286.5

衛 生 費 41億2,823 33億2,834 7億9,989 24.0

労 働 費 10億7,409 3億1,769 7億5,641 238.1

農 林 水 産 業 費 21億4,140 13億3,945 8億195 59.9

商 工 費 10億64 10億5,571 △ 5,507 △ 5.2

土 木 費 15億2,370 19億300 △3億7,930 △ 19.9

消 防 費 24億9,632 15億1,961 9億7,671 64.3

教 育 費 39億4,710 40億9,022 1億4,312 △ 3.5

災 害 復 旧 費 25億5,116 1,103 25億4,013 23,021.8

公 債 費 33億9,108 34億5,040 △ 5,932 △ 1.7

諸 支 出 金 1億8,511 8,032 1億479 130.5

歳 出 合 計 616億2,462 281億6,820 334億5,642 118.8

区　　分
前年度比23年度 前年度

市の財政状況を
お知らせします
市の財政状況を
お知らせします
平成23年度 決算状況平成23年度 決算状況平成23年度 決算状況

　市では、市民の皆さんが納めた税金など市のお金が、
どのように使われているか、また、市の財政状況がどの
ようになっているのかを知っていただくため、年２回、
財政状況を公表します。
　今回は、平成23年度の決算状況や平成24年度上半期
の予算の収支状況などをお知らせします。

　一般会計決算のうち、歳入総額は、698 億 7,788 万円
でした。内訳は、国から交付される地方交付税が全体の
31.2％と最も高い割合となり、次いで、国庫支出金が
30.1％となっています。
　また、歳出総額は、616 億 2,462 万円で、民生費、総務費、
衛生費、教育費などの割合が高くなっています。性質別
内訳では、人件費や扶助費などの義務的経費の割合が
27.4％となっています。

一 般 会 計

依存財源：地方交付税や国庫支出金など国や県の基準に基づいて収入される
　　　　　財源

■ 平成 23 年度一般会計歳入決算額 (698 億 7,788 万円）

■ 平成 23 年度一般会計歳出決算額 (616 億 2,462 万円）

■ 性質別歳出内訳

義務的経費：人件費や公債費など毎年度継続して固定的に支出される経費
投資的経費：道路や学校建設などの事業に使われる経費

災害復旧費
25億5,116万円

(4.1%)

消防費
24億9,632万円(4.1%)

農林水産業費
21億4,140万円

(3.5%)

土木費
15億2,370万円(2.5%)

労働費 外
26億2,478万円(4.2%)

自主財源
14.3%

依存財源
85.7%

市税
42億5,662万円(6.1%)

諸収入
32億4,933万円(4.7%)

繰越金
9億9,623万円(1.4%)

寄附金
7億738万円(1.0%)

使用料及び手数料
3億7,805万円

(0.5%)

その他の自主財源
4億324万円

(0.6%)
地方交付税

217億6,639万円
(31.2%)

国庫支出金
210億5,151万円

(30.1%)

県支出金
124億7,218万円

(17.8%)

市債
33億4,593万円

(4.8%)

地方消費税交付金
7億2,469万円

(1.0%)

地方譲与税
3億1,566万円(0.5%)

その他の依存財源
2億1,067万円(0.3%)

民生費
288億7,547万円

(46.9%)

総務費
99億4,538万円

(16.1%)

衛生費
41億2,823万円

(6.7%)

教育費
39億4,710万円

(6.4%)

公債費
33億9,108万円

(5.5%)

■ 財源別歳入内訳

■ 平成 23 年度一般会計決算状況（歳入）

■ 平成 23 年度一般会計決算状況（歳出）
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　平成23年度決算額を市民１人当た
り、１世帯当たりに換算すると次のよ
うになります。
・市民１人当たりに使われた市のお金
 ８８５，１５７円
・市民１人当たりが負担した市税
 ６１，１４１円
・１世帯当たりに使われた市のお金
 ２，４１５，６１０円
・１世帯当たりが負担した市税
 １６６，８５４円
　※平成24年３月31日現在の人口
　　69,620人と世帯数25,511世帯で
　　算出しています。

市税決算状況・特別会計・企業会計・市債現在高・債務負担行為現在 気仙沼市民の市税負担額と還元額

■ 平成23年度 市税決算状況

■ 平成 23 年度企業会計決算状況

■ 平成 23 年度特別会計決算状況

■ 市債（借入）現在高（平成23年度末）

■ 債務負担行為現在高（平成23年度末）

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

（単位：万円，％）

増減率 増減率

土 地 91 107 △ 16 △ 14.8 5 21 △ 16 △ 75.4

国 民 健 康 保 険 106億987 88億6,512 17億4,475 19.7 97億7,334 85億6,636 12億698 14.1

後 期 高 齢 者 医 療 5億7,066 7億4,329 △1億7,263 △ 23.2 5億4,790 7億3,229 △1億8,438 △ 25.2

介 護 保 険 53億5,836 50億7,726 2億8,110 5.5 51億718 49億5,994 1億4,724 3.0

魚 市 場 8億6,020 5億1,162 3億4,858 68.1 6億4,247 5億1,136 1億3,111 25.6

青 果 市 場 3 490 △ 487 △ 99.3 3 490 △ 487 △ 99.3

索 道 1,877 5,084 △ 3,207 △ 63.1 1,866 5,063 △ 3,197 △ 63.1

唐桑半島ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ事業 451 321 129 40.2 444 315 129 40.9

駐 車 場 1億7,464 3,360 1億4,104 419.7 1億7,464 3,324 1億4,140 425.4

公 共 下 水 道 38億4,043 15億9,014 22億5,029 141.5 37億7,615 15億8,201 21億9,414 138.7

集 落 排 水 2億8,218 6,654 2億1,564 324.1 1億6,945 6,549 1億396 158.7

簡 易 水 道 6,717 6,290 427 6.8 6,657 6,262 395 6.3

会　　　　計 前年度比 前年度比
23年度 前年度 前年度

増減額

歳　　　　出歳　　　　入

増減額
23年度

合　　　　　計 217億8,772 170億1,049 47億7,723 28.1 202億8,089 165億7,220 37億869 22.4

（単位：万円，％） （単位：万円，％）

（単位：万円，％）

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

13億6,245 21億294 △7億4,049

18億4,382 14億9,229 3億5,153

（税抜） 増減額 △4億8,137 6億1,065 △10億9,202

増減率

1億5,016 4億8,468 △3億3,452

3億4,902 6億8,050 △3億3,148

（税込） 増減額 △1億9,886 △1億9,582 △ 304

増減率

3億5,988 3億2,586 3,402

3億2,536 2億7,133 5,403

（税抜） 増減額 3,452 5,453 △ 2,001

増減率

39 6,026 △ 5,987

1,283 7,292 △ 6,009

（税込） 増減額 △ 1,244 △ 1,266 22

増減率

84億3,819 87億171 △2億6,352

85億9,731 91億9,290 △5億9,559

（税抜） 増減額 △1億5,912 △4億9,119 3億3,206

8億3,681 9億3,067 △ 9,386

5億8,602 7億9,688 △2億1,086

（税込） 2億5,079 1億3,379 1億1,700

病
院
事
業
会
計

区　　分

水
道
事
業
会
計

ガ
ス
事
業
会
計

前年度比

前年度

前年度比

23年度

前年度

前年度

55.5

△ 1.9

42.8

△ 5.3

16.8

55.8

△ 26.1 40.9 △ 310.7

前年度比

収 益 的 収 支

23年度

前年度

23年度

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

前年度比

前年度

23年度

収　　入 支　　出 収　　支

23年度

前年度

前年度比

23年度

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

増減率

△ 96.9 △ 17.4 0.4

△ 37.0

△ 57.0 △ 28.8

10.6 20.1

前年度比
△ 0.9

増減額

増減率

一般会計債① 310億6,456 306億1,497 4億4,959 1.5

126億5,102 129億5,037 △2億9,935 △ 2.3

111億7,081 115億2,006 △3億4,925 △ 3.0

548億8,639 550億8,540 △1億9,901 △ 0.4

79 75 4 5.0

215 209 7 3.2

特別会計債②

企業会計債③

合計①＋②＋③

市民一人当たり

一世帯当たり

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

区　　分 平成23年度末
現  在  高

前年度末
現  在  高

前年度比

前年度比 前年度比

気仙沼・本吉地方
土地開発公社委託分

1億4,722 2億3,411 △ 8,688 △ 37.1

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

区　　分
平成23年度末

現  在  高
前年度末
現  在  高

前年度比

前年度比 前年度比

※四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

（単位：万円，％）

収納率 構成比 増減率 増減額 増減率

21億1,568

24億2,875

1億3,619

5億1,390

486

1億7,160

53億7,099

17億8,081

17億3,230

1億1,434

5億1,355

486

1億1,076

42億5,662

84.2

71.3

84.0

99.9

100.0

64.5

79.3

41.8

40.7

2.7

12.1

0.1

2.6

100.0

△ 8億5,933

△14億4,591

△ 3,442

6,399

△ 833

△ 1億7,049

△24億5,448

△ 28.9

△ 37.3

△ 20.2

14.2

△ 63.1

△ 49.8

△ 31.4

△ 8億1,625

△13億4,482

△ 3,453

6,470

△ 833

△ 1億5,945

△22億9,868

△ 31.4

△ 43.7

△ 23.2

14.4

△ 63.1

△ 59.0

△ 35.1

増減額調定額 収入済額

23　年　度

固 定 資 産 税

市　　民　　税

合 計

都 市 計 画 税

入 湯 税

市 た ば こ 税

軽 自 動 車 税

税　　　　目
調定額前年度比 収入済額前年度比
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